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市政記者クラブ加盟社 各位 

 

原敬 100回忌特別企画展 後編「政界への雄飛」 
 

2020年は原敬の 100回忌、2021年は没後 100年にあたります。 

これを記念し、原敬の業績と生涯を前後編に分けて紹介する特別企画展を開催します。 

後編では新聞経営者から政界へ進出した 40代から、総理大臣のまま非業の死を遂げた 65歳ま

での後半生を採り上げます。原のご遺族やご親族が所蔵されている資料を多数公開しますので、

ぜひご来場下さい。 

なお、この展示は当初、令和２年度に開催する予定でしたが、covid-19の感染拡大により、今

年度に延期となりました。 

 

                    記 

 

【日 時】令和３年 10月 30日（土曜日）～令和４年１月 23日（日曜日） 

     9時 00分～17時 00分まで（入館は 16時 30分まで） 

【休館日】毎週月曜日（祝日の場合は翌平日） 

【場 所】原敬記念館小ホール 企画展示コーナー 

【内 容】主な展示資料 

・原敬書「寶積（ほうじゃく）」（自由民主党本部蔵）  

晩年の原が好んで書にした言葉。岩手初公開。 

・原家日誌（原敬文書研究会蔵） 

別邸「介壽荘」管理者の日誌。原へ脅迫状のようなものがあったこと等を伝える。盛岡では 25年ぶりの公開。 

・原敬遺書（原敬文書研究会蔵） 

大正 10年（1921）2月 20日付。死を覚悟して国政に臨んでいたことが分かる。盛岡では 15年ぶりの公開。 

・原敬遭難時着用の服（当館蔵、大慈会寄贈） 

原が東京駅で暗殺された時に着ていた服。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【費 用】小・中学生 50円、一般 200円、市内在住で 65歳以上の方は無料 

【主 催】原敬記念館（所管：盛岡市教育委員会）・公益財団法人盛岡市文化振興事業団・ 

原敬 100回忌記念事業実行委員会 

 

 

 

 

 

盛岡市プレスリリース 
～ひと・まち・未来が輝き世界につながるまち盛岡～ 
 

 

令和 ３年 10月 22日 

教育委員会事務局 

歴史文化課 

 

原敬書「寶積」 

 
原敬遺書 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


